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が
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
環
境
の

光
化
の
進
展
に
よ
り
通
信
用

メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
需
要
は

伸
び
な
い
と
み
て
い
る
。

　
電
力
は
、
経
年
品
の
更
新

需
要
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

電線業界も新たな挑戦へ
（情熱と行動力の2026年）

　
金
価
格
の
上

昇
が
止
ま
ら
な

い
。
田
中
貴
金

属
工
業
が
12
月

24
日
午
前
に
公

表
し
た
小
売
価

格
（
税
込
み
）
は
１
㌘
＝
２

万
５
千
15
円
と
史
上
最
高
値

を
更
新
。
年
初
か
ら
約
70
％

も
値
を
上
げ
、
９
月
末
に
２

万
円
を
突
破
し
て
か
ら
、
わ

ず
か
３
カ
月
で
さ
ら
に
５
千

円
上
が
っ
た
▼
金
価
格
の
高

騰
要
因
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
。

ま
ず
は
イ
ン
フ
レ
の
進
行

だ
。
物
価
が
上
昇
す
る
イ
ン

フ
レ
下
で
は
現
金
価
値
が
実

質
的
に
目
減
り
す
る
が
、
埋

蔵
量
に
限
り
が
あ
る
金
の
価

値
は
下
が
り
に
く
い
。
イ
ン

フ
レ
に
強
い
資
産
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
▼
米
国
が
利

下
げ
を
続
け
て
い
る
の
も
要

因
だ
。
利
下
げ
で
高
金
利
だ

っ
た
ド
ル
の
魅
力
が
薄
れ
る

と
の
見
方
か
ら
、
中
国
や
ロ

シ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の
中
央

銀
行
が
ド
ル
の
外
貨
準
備
高

を
下
げ
る
代
わ
り
に
金
の
保

有
量
を
増
や
し
て
い
る
▼
円

安
も
大
き
な
要
因
だ
。
日
銀

が
12
月
19
日
に
利
上
げ
を
決

め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円

相
場
は
１
㌦
＝
１
５
５
円
台

で
推
移
し
、
円
安
基
調
に
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

金
の
国
際
価
格
は
米
ド
ル
で

取
引
さ
れ
て
お
り
、
円
安
ド

ル
高
が
進
め
ば
円
換
算
価
格

が
上
昇
す
る
▼
金
融
緩
和
に

対
す
る
期
待
感
や
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

今
年
以
降
も
金
は
高
値
圏
で

推
移
し
、
２
０
３
０
年
に
向

け
長
期
的
に
上
昇
す
る
と
の

予
測
が
多
い
。
投
資
方
法
は

「
現
物
」「
積
立
」「
投
資
信

託
」「
Ｅ
Ｔ
Ｆ
」
な
ど
だ
が
、

銀
行
預
金
や
株
式
の
よ
う
に

保
有
し
て
い
る
だ
け
で
金
利

や
配
当
が
つ
く
わ
け
で
は
な

い
し
、
金
地
金
な
ど
現
物
保

有
の
場
合
は
、
コ
ス
ト
や
盗

難
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
短
期

的
な
高
値
掴
み
を
避
け
、
長

期
的
な
視
点
で
判
断
す
る
こ

と
が
肝
要
だ
ろ
う
。（
微
風
）

森平英也 会長

　
日
本
電
線
工
業
会
の
森
平
英
也
会
長
（
古
河
電
工
代
表
取
締
役
社
長
）
が
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
会
長
２

年
目
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
委
員
会
活
動
貢
績
賞
の
創
設
や
外
国
人
材
制
度
準
備
室
の
発
足
、
取
引
適
正
化
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
た
」
と
語
っ
た
。
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
27
年
度
に
施
行
予
定
の
育
成
就
労
制
度
で

電
線
ケ
ー
ブ
ル
製
造
業
が
対
象
と
な
る
よ
う
、
国
へ
の
申
請
を
行
う
と
共
に
、
制
度
施
行
後
に
会
員
各
社
が
円
滑
に
外

国
人
材
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。
森
平
会
長
に

工
業
会
と
し
て
の
取
り
組
み
や
、
25
年
の
需
要
動
向
、
お
よ
び
26
年
の
需
要
見
通
し
を
聞
い
た
。

150日超の支払いサイト一部いまだ続く

電線流通団体へ改善要請を継続

2
0
2
6
年
の
針
路

①

　

―
会
長
２
年
目
に
お
け

る
取
り
組
み
は
？

　
「
委
員
会
活
動
貢
績
賞
を

創
設
し
、
総
会
後
に
日
本
電

線
工
業
会
賞
と
合
わ
せ
て
表

彰
式
を
行
っ
た
。
委
員
会
活

動
貢
績
賞
は
、
委
員
会
活
動

に
よ
る
社
会
貢
献
へ
の
寄
与

を
表
彰
し
、
参
加
委
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
る

こ
と
が
目
的
だ
。

　
次
に
、
25
年
４
月
に
外
国

人
材
制
度
準
備
室
を
発
足

し
、
業
界
と
し
て
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
や
体
制
、
整
備

あ
る
い
は
承
認
、
取
得
に
向

け
た
手
続
き
の
活
動
を
開
始

し
た
。

　
銅
電
線
の
盗
難
に
つ
い
て

は
、
24
年
11
月
に
『
銅
電
線

盗
難
防
止
の
た
め
の
対
策
法

令
化
の
陳
情
書
』
を
警
察
庁

と
経
済
産
業
省
に
提
出
し

た
。
25
年
６
月
に
国
会
で
金

属
盗
難
対
策
法
が
可
決
成
立

し
、
９
月
か
ら
一
部
施
行
さ

れ
、
盗
難
対
策
の
大
き
な
一

手
を
打
て
た
。

　
最
後
に
、
取
引
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み
が
あ
る
。

材
料
高
騰
な
ど
の
価
格
転
嫁

は
一
定
程
度
改
善
さ
れ
て
い

る
が
、
一
方
で
支
払
い
サ
イ

ト
の
短
縮
が
進
ん
で
い
な

い
。
25
年
２
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全

会
員
の
63
％
に
あ
た
る
73
社

か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
、
そ

の
結
果
１
５
０
日
を
超
え
る

長
期
の
支
払
い
サ
イ
ト
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
会
員
に
対
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
を
促
し
、
電
線
の
関
連

流
通
団
体
へ
改
善
要
請
を
行

っ
て
い
る
」

　

―
外
国
人
材
制
度
準
備

室
の
状
況
は
？

　
「
27
年
度
に
施
行
予
定
の

育
成
就
労
制
度
（
外
国
人
材

を
育
成
し
つ
つ
長
期
的
な
戦

力
と
し
て
日
本
で
の
就
労
を

可
能
に
す
る
取
り
組
み
）

で
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造

業
が
対
象
と
な
る
よ
う
国
へ

申
請
を
行
い
、
そ
の
審
議
結

果
を
待
っ
て
い
る
。
施
行
後

に
会
員
各
社
が
円
滑
に
外
国

人
材
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
管
理
支
援
団
体
と
の
連
携

や
技
能
評
価
試
験
の
設
計
、

教
育
教
材
の
準
備
、
受
け
入

れ
企
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

を
段
階
的
に
進
め
て
い
く
」

海
外
現
地
法
人
の
出
荷

47
万
㌧
で
過
去
最
高

　

―
25
年
の
需
要
動
向
を

振
り
返
る
と
？

　
「
国
内
の
出
荷
量
は
58
年

ぶ
り
の
50
万
㌧
台
だ
が
、
海

外
現
地
法
人
で
は
過
去
最
高

の
47
万
㌧
の
出
荷
が
あ
っ

た
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ

Ｃ
）、
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
連
し

た
銅
需
要
は
30
年
ま
で
に
世

界
規
模
で
年
間
約
20
万
㌧
増

加
す
る
見
通
し
も
あ
り
、
電

力
お
よ
び
通
信
向
け
電
線
の

需
要
が
よ
り
高
ま
る
だ
ろ

う
。

　
部
門
別
の
需
要
は
、
汎
用

ケ
ー
ブ
ル
が
前
年
比
減
少
の

見
込
み
だ
。

　
電
力
は
、
銅
電
線
の
出
荷

が
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
ア

ル
ミ
電
線
が
好
調
を
維
持
し

て
お
り
、
25
年
上
期
は
８
カ

月
連
続
で
前
年
同
期
比
プ
ラ

ス
の
推
移
と
な
っ
た
。

　
電
気
機
械
は
電
子
通
信
分

野
が
好
調
だ
が
、
そ
れ
以
外

で
は
低
調
が
続
い
て
い
る
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
電
装

品
は
一
進
一
退
の
状
況
だ
。

　
自
動
車
は
認
証
不
正
問
題

の
影
響
が
収
束
し
、
前
年
比

プ
ラ
ス
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
建
設
・
電
販
は
資
材
高
騰

と
工
事
現
場
の
稼
働
減
少
か

ら
、
電
線
需
要
は
前
年
比
減

少
の
見
込
み
だ
。

　
そ
の
他
内
需
に
つ
い
て

は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

や
民
間
設
備
投
資
需
要
に
よ

り
前
年
度
比
増
加
と
な
る
。

　
輸
出
に
つ
い
て
は
、
大
型

案
件
が
な
い
こ
と
か
ら
前
年

度
に
対
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
の

見
込
み
だ
」

　

―
品
種
別
の
動
向
は
？

　
「
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
は
自

動
車
部
門
で
の
需
要
が
好
調

だ
っ
た
が
、
出
荷
の
約
半
数

を
占
め
る
建
設
電
販
で
出
荷

が
振
る
わ
な
い
こ
と
か
ら
全

体
で
マ
イ
ナ
ス
の
見
込
み

だ
。
ア
ル
ミ
電
線
は
電
力
部

門
が
牽
引
し
、
前
年
比
プ
ラ

ス
で
右
肩
上
が
り
の
傾
向
が

続
く
と
み
て
い
る
。
現
在
、

屋
外
用
に
加
え
て
、
６
kV
級

や
６
０
０
Ⅴ
級
の
低
圧
・
中

圧
で
ア
ル
ミ
電
線
の
需
要
が

伸
び
て
い
る
。
光
ケ
ー
ブ
ル

は
、
外
需
が
23
年
度
の
大
き

な
落
ち
込
み
か
ら
完
全
に
回

復
し
、
内
需
も
前
年
比
プ
ラ

ス
の
月
が
多
く
、
全
般
的
に

は
好
調
だ
。
エ
コ
電
線
は
、

需
要
家
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
た
め
、
出
荷
量
に
は
大

き
な
変
化
は
な
い
」

　

―
26
年
の
需
要
見
通
し

は
？

　
「
部
門
別
に
み
る
と
、
通

信
は
、
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
電
力
用

ケ
ー
ブ
ル
の
需
要
は
あ
る

ー
関
連
の
需
要
、
地
域
間
連

系
線
の
増
強
、
生
成
Ａ
Ｉ
普

及
に
よ
る
電
力
イ
ン
フ
ラ
整

備
需
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
電
気
機
械
は
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
、
自
動
運
転
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
進
展
に
伴
う
機
器
の
電

子
化
・
電
動
化
に
よ
る
伸
び

を
期
待
し
て
い
る
。

　
自
動
車
向
け
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ

市
場
の
成
長
や
世
界
的
な
需

要
増
加
、
電
子
機
器
類
の
搭

載
増
加
な
ど
の
期
待
要
因
が

あ
る
一
方
で
、
国
内
で
は
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
若
年
層

の
マ
イ
カ
ー
所
有
意
識
の
薄

れ
な
ど
に
よ
る
生
産
台
数
の

漸
減
か
ら
、
電
線
需
要
も
横

ば
い
と
み
て
い
る
。

　
建
設
電
販
は
、
都
市
再
開

発
や
Ｄ
Ｃ
の
増
加
な
ど
需
要

は
見
込
ま
れ
る
が
、
人
手
不

足
や
そ
れ
に
伴
う
施
工
能
力

の
問
題
は
継
続
し
、
横
ば
い

で
推
移
す
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
他
内
需
に
つ
い
て
は

民
間
の
設
備
投
資
需
要
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
輸
出
は
電
力
需
要
お
よ
び

情
報
量
拡
大
に
よ
る
電
線
・

光
ケ
ー
ブ
ル
の
需
要
増
が
想

定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
現
地

生
産
化
の
進
展
で
国
内
か
ら

の
輸
出
は
若
干
の
減
少
と
な

る
だ
ろ
う
」

　

―
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の

今
後
の
需
要
に
つ
い
て
。

　
「
今
後
も
減
少
傾
向
か
と

い
う
と
、
見
通
し
と
し
て
は

微
妙
だ
。
24
年
度
お
よ
び
25

年
度
の
見
込
み
は
60
万
㌧
を

割
る
レ
ベ
ル
だ
が
、
こ
れ
は

建
設
業
界
の
働
き
方
改
革
や

工
事
施
工
の
人
員
不
足
の
影

響
を
受
け
て
い
る
か
ら
だ
。

少
子
化
問
題
は
あ
る
が
、
Ｄ

Ｃ
や
再
エ
ネ
、
都
市
再
開
発

な
ど
の
需
要
は
底
堅
い
。
特

に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
光
化
と

建
設
関
係
の
電
力
供
給
に
関

連
す
る
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の

需
要
を
天
秤
に
か
け
、
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

電
線
の
日
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
開
催

　

―
人
材
不
足
へ
の
対
応

は
？

　
「
外
国
人
材
の
活
用
に
向

け
た
業
界
認
定
に
加
え
て
、

広
報
活
動
を
通
じ
て
電
線
の

役
割
と
会
員
各
社
の
魅
力
の

ア
ピ
ー
ル
に
よ
る
人
材
確
保

の
支
援
活
動
を
進
め
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
一
昨
年

か
ら
始
め
た
高
卒
人
材
用
の

電
線
業
界
共
通
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
会
員
各
社
に
配
布
し

た
。
ま
た
、
若
年
層
向
け
の

当
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
業
界
の
認
知
度
向
上

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
電
線
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
と
協
業
し
、
新
人

・
中
堅
社
員
の
技
術
教
育
支

援
、
技
術
継
承
も
継
続
し
て

進
め
て
い
る
。

　
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

全
国
電
線
販
売
業
協
同
組

合
、
関
東
電
線
販
売
業
協
同

組
合
、
東
日
本
電
線
工
業
協

同
組
合
協
力
の
も
と
、
初
め

て
の
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

『
11
・
18

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
～
２
０

２
５
～
』
を
開
催
し
た
。

　
電
線
業
界
に
携
わ
る
関
係

者
全
員
で
11
月
18
日
の
電
線

の
日
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
活
動
を
継
続
し
、
電
線
製

造
の
職
場
と
し
て
の
魅
力
を

強
く
伝
え
、
会
員
各
社
の
人

材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
」

４
/
８
～
W
i
r
e
２
０
２
６

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
中

ｗ
ｉ
ｒ
ｅ
＆
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
開
催

日
本
の
出
展
社
が
増
加

社告

電線新聞

4/13～17

リフィッシュ氏

中田社長

　
２
年
に
１
度
ド
イ
ツ
の
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
開
催
さ

れ
る
「
ｗ
ｉ
ｒ
ｅ
＆
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
（
ｗ
＆
Ｔ
）
２
０
２
６
」

（
４
月
13
～
17
日
）
に
関
す

る
、
出
展
社
と
プ
レ
ス
向
け

説
明
会
が
、
12
月
９
日
に
東

京
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
紀
尾
井

町
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
で
メ
ッ
セ
・
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
の

小
原
暁
子
社
長
が
登
壇
し
、

「
開
催
ま
で
半
年
と
な
っ

た
。
こ
の
展
示
会
は
来
場
者

満
足
度
が
高
く
、
あ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
96
％
が

と
て
も
満
足
し
た
と
回
答
し

た
。
参
加
者
の
３
人
に
１
人

が
決
定
権
者
で
あ
る
こ
と
も

強
み
だ
」
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
メ
ッ
セ
・
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
同
展
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
ダ
ニ

エ
ル
・
リ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
氏

が
、
展
示
会
の
見
ど
こ
ろ
や

出
展
・
参
加
の
意
義
に
触
れ

た
。「
ｗ
＆
Ｔ
は
、
業
界
で
最

も
重
要
で
、
世
界
で
最
も
重

要
な
メ
ッ
セ
だ
。
ワ
イ
ヤ
や

ケ
ー
ブ
ル
が
な
け
れ
ば
、
携

帯
電
話
は
機
能
せ
ず
、
車
に

も
乗
れ
な
い
。
ワ
イ
ヤ
や
ケ

ー
ブ
ル
は
産
業
や
国
々
の
発

展
に
必
要
不
可
欠
だ
。
26
年

の
ｗ
＆
Ｔ
の
規
模
は
、
出
展

社
２
千
７
０
０
以
上
、
総
展

示
ス
ペ
ー
ス
12
万
㎡
、
50
カ

国
以
上
の
国
々
か
ら
の
来
場

者
を
想
定
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
を
上
回
る
と
こ
ろ
ま

で
達
し
て
い
る
。
日
本
の
出

展
社
も
増
え
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

　
最
後
に
「
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
に

長
年
出
展
し
て
い
る
中
田
製

作
所
の
中
田
充
社
長
が
登
壇

し
た
。「
１
９
８
８
年
に
初

め
て
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
出
展
し
、

１
０
０
件
は
見
積
も
り
依
頼

が
あ
っ
た
が
、
成
約
は
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
継
続
的
に

出
展
し
た
こ
と
で
、
最
新
の

技
術
動
向
、
人
脈
構
築
、
事

業
拡
大
の
機
会
が
増
え
、
主

力
製
品
の
海
外
納
入
先
が
増

え
た
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

の
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
規
模
が
大
き

く
、
英
語
が
母
国
語
で
は
な

い
来
場
者
も
多
い
た
め
、
言

葉
の
問
題
は
心
配
な
い
」
と

締
め
く
く
っ
た

　
ｗ
＆
Ｔ
の
24
年
の
実
績
を

み
る
と
「
ｗ
ｉ
ｒ
ｅ
」
は
、

出
展
社
１
千
４
９
５
社
（
59

カ
国
）、
総
展
示
ス
ペ
ー
ス

６
万
７
千
２
６
０
㎡
、
来
場

者
５
万
９
千
７
０
２
人
（
１

３
２
カ
国
）。
出
展
社
は
ワ

イ
ヤ
製
造
業
と
加
工
業
で
、

自
動
車
、
通
信
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
、
建
設
業
が
多

い
。
地
域
別
で
は
欧
州
57
％

に
、ア
ジ
ア
が
35
％
と
続
く
。

「
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の
出
展
社
は

ア
ジ
ア
の
比
率
が
42
％
と
高

く
、
中
近
東
や
サ
ウ
ジ
か
ら

の
来
場
者
が
増
え
て
い
る
。

　
４
月
13
～
17
日
に
ド
イ
ツ

・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
開

催
さ
れ
る
「
ｗ
ｉ
ｒ
ｅ
＆
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
（
ｗ
＆
Ｔ
）
２
０
２

６
」（
国
際
ワ
イ
ヤ
ー
展
）
に

合
わ
せ
、
本
紙
・
電
線
新
聞

で
は
展
示
会
の
視
察
と
工
場

見
学
を
含
め
た
ツ
ア
ー
を
４

月
８
～
15
日
の
期
間
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
展
示
会
の
前
週
と
な
る
９

～
10
日
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

・
ヴ
ァ
ン
タ
と
、
ド
イ
ツ
・

ブ
レ
ー
メ
ン
で
電
線
製
造
設

備
メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
を

実
施
し
ま
す
。
９
日
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
・
ヴ
ァ
ン
タ
を
訪

問
し
、
押
出
機
な
ど
を
扱
う

マ
イ
フ
ァ
社
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
、
光
フ
ァ
イ
バ
製
造
装
置

を
扱
う
ネ
ク
ス
ト
ロ
ム
社
の

工
場
を
見
学
し
ま
す
。
そ
の

後
、
ブ
レ
ー
メ
ン
に
移
動

し
、
10
日
に
は
測
定
器
な
ど

を
扱
う
シ
コ
ラ
社
を
訪
問
し

ま
す
。
11
日
に
は
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
入
り
し
、
土
日
の

い
ず
れ
か
に
は
宿
泊
先
の
ホ

テ
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
（
詳
細
未
定
）。

　
展
示
会
の
視
察
は
13
～
14

日
の
２
日
間
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
紙
で
は
ツ
ア
ー

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
予
算
は
１
人
当
た
り
１

１
０
～
１
２
０
万
円
ほ
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

電
線
新
聞
・
編
集
部
ま
で
。

春闘シンポジウム開催
全電線

１万５千円以上の賃上げ要求へ

　
全
日
本
電
線
関
連
産
業
労

働
組
合
連
合
会
（
全
電
線
）

は
12
月
５
日
、
東
京
都
の
Ａ

Ｐ
八
重
洲
で
「
全
電
線
２
０

２
６
年
春
闘
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
、
26
年
春
季

闘
争
方
針
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
全
国
39
単
組
か
ら
役
員

１
１
９
人
が
参
加
し
た
（
ウ

ェ
ブ
出
席
含
む
）。

　
賃
金
に
つ
い
て
は
、
１
万

５
千
円
以
上
の
改
善
を
要
求

す
る
方
針
を
確
認
。
こ
れ
ま

で
の
積
極
的
な
賃
上
げ
の
流

れ
を
継
続
さ
せ
、
生
活
の
安

心
・
安
定
を
目
指
す
べ
く
、

す
べ
て
の
単
組
に
お
い
て
、

実
質
生
活
の
維
持
・
向
上
、

賃
金
の
社
会
性
な
ど
の
観
点

か
ら
「
定
期
昇
給
を
は
じ
め

と
す
る
賃
金
構
造
維
持
分
の

確
保
」
を
図
る
。
ま
た
、
格

差
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
賃
金
水
準
を
重
視

し
、
積
極
的
な
賃
金
の
底
上

げ
・
格
差
是
正
の
前
進
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
年
間
一
時
金
に
つ
い
て

は
、「
生
活
保
障
部
分
（
固
定

部
分
）」
と
「
成
果
反
映
部
分

（
変
動
部
分
）」を
合
わ
せ
て

５
カ
月
以
上
と
し
、「
産
別

ミ
ニ
マ
ム
基
準
」
に
つ
い
て

は「
平
均
原
資
年
間
４
カ
月
」

を
確
認
し
た
。

　
石
橋
進
一
中
央
執
行
委
員

長
は
、
昨
年
の
春
闘
を
振
り

返
り
、「
賃
金
引
き
上
げ
の

社
会
的
機
運
も
高
ま
っ
て
い

る
状
況
下
、
従
来
に
も
増
し

た
希
求
・
期
待
に
応
え
る
た

め
、
要
求
水
準
の
引
き
出
し

に
最
後
ま
で
こ
だ
わ
り
、
各

単
組
が
最
大
限
の
努
力
を
尽

く
し
取
り
組
ん
だ
結
果
、
多

く
の
単
組
で
要
求
水
準
を
満

た
す
回
答
を
引
き
出
し
、
平

均
で
１
万
４
千
４
２
０
円
と

大
幅
な
賃
金
改
善
を
実
現
し

た
。
こ
れ
は
、
各
単
組
労
使

に
よ
る
徹
底
し
た
話
し
合
い

と
、
努
力
の
成
果
で
あ
る
と

受
け
と
め
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
今
年
の
春
闘
に
つ
い
て

は
、「
物
価
が
上
昇
し
続
け

る
イ
ン
フ
レ
下
に
お
い
て
、

労
働
組
合
と
し
て
、
賃
上
げ

ノ
ル
ム
を
定
着
さ
せ
る
た
め

に
も
、
積
極
的
な
賃
金
改
善

を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
個
人
消
費
を
拡
大
し
、
賃

金
と
物
価
の
好
循
環
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ

る
」
と
強
調
。
さ
ら
に
、
電

線
関
連
産
業
が
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
責
任
を
担
っ
て

い
る
点
に
も
触
れ
、「
生
産

性
運
動
三
原
則
に
基
づ
き
、

労
使
で
努
力
を
し
て
き
た
こ

と
か
ら
も
、
成
果
の
公
正
な

分
配
と
し
て
の
「
人
へ
の
投

資
」
を
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
た
組

合
員
の
意
思
統
一
を
呼
び
か

け
た
。

　
今
回
の
論
議
を
踏
ま
え
、

加
盟
単
組
と
調
整
し
た
上

で
、
１
月
30
日
に
開
催
す
る

中
央
委
員
会
で
、
正
式
に
要

求
を
決
定
す
る
。
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